





























































































































































数学研究を続けることになる。そこで彼は、1882 年 10 月 3 日に『変





























































































るのか ”、“ ある任意の数とその他の数とはいかなる関係にあるのか ”、










































































































サールは、『算哲』第二巻のために「計算の哲学試論 Versuche zur 
Philosophie des Kallüls」に取り組みながら、「空間に関する哲学的試







































































































































































































個々の要素が一つの全体を構成しているという “ 事態 ”、つまり「個々




動性として働く「集合的結合 kollektive Verbindung」（ibid., 20）と
呼ぶ。






















































































































































ひとつの〈もの〉、等々 irgend eins und irgend eins und irgend eins 
und irgend eins usw.」、あるいは「ひとつとひとつとひとつとひとつ、
























































































0 0 0 0 0 0
算術するとはいえず、デデキントの
ように、いつでも
0 0 0 0
算術できるわけでもない。それでも、人間でも算術


























0 0 0 0 0 0
としての数は、シンボル表象によって領域を拡大させることによって
成立するのである。
し か も 新 た に 形 成 さ れ た 数 は、 そ れ を〈 記 号 的 に
0 0 0 0
表 示 す る


















































































































































































































Mannigfaltigkeitslehre” との関係としても、フッサールにおける “ 象


























5 E.Husserl, Husserl an Welch, 17./21. VI. 1933, in :Briefwechsel. Bd.VI: 




から基礎づけるために考案されたのが、まさに “ 多様体論 ” であり、














7 E.Husserl, Husserl an Metzger. 4.IX.1919, in : Briefwechsel. Bd.IV: Die 




10 E.Husserl, L’origine de la géométorie : Traduction et introduction par Jaques 






下 記 を 参 照 の こ と。vgl. R.Schmit, Husserls Philosophie der Mathematik, 
Platonische und Konstruktivistische Momente in Husserls Mathematikbegriff, 




13 D. Willard, Logic and the Objectivity of Knowledge : A study in Husserl's 






る心理学を意味している。（vgl. F. Brentano, Psychologie vom empirischen 
Standpunkt, Erster Band., PhB, S.66）



















ゲ ー ム 規 則 の 数 学Wirkliche formale Mathematik und Mathematik der 
Spielregeln」と題して、暗にヒルベルトの形式主義的数学を批判している（vgl. 
XVII/102-104）。また、興味深いことに、下村は、「あるべき
0 0 0 0
ヒルベルトの立
場は単なる形式主義でなく、それとは区別せられた象徴主義（Symbolismus）
でなければならぬ。形式も内容に対する形式でなく、内容を越えた記号であ
る。その直観も単に直観主義の如く時間の直観あるいはtwo-onenessの直観
でなく、一般に超限者をも志向する記号的直観である。構成的であるが、単
にn→n+1のそれでなく、超限者をも記号化する如き構成である」（下村寅太
郎著作集第１巻/429）と述べていることである。フッサールが単に記号操作
の数学を「ゲーム規則の数学」として批判しながらも、下村のいう意味での
「象徴主義=シンボル主義」については、認めざるをえないのではないかと考
えられる。この点についての私の見解については、稿を改めて論ずることに
したい。
20 「数学における虚数的なもの」については、稿を別に改めて再度検討するこ
とにしたい。その際には、本稿と同様に、〈数学の哲学的基礎づけ〉の限界
が露呈せざるをえないことだけは確認したいと考えている。
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